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Abstract：The purpose of this study is to examine the efect of the practice of developing children's social 
interest through classroom creation. “Encouragement Meeting” which focuses on utilizing resources within the 
classroom where the community sense is fostered, visualizes teacher involvement from encouraging 
perspective and gives feedback, conducted “Let's send a positive message” and “WONDERFUL GRAND 
PRIX” to deepen child-to-person relationships.As a result, it was suggested that the involvement of teachers 
who are aware of the encouragement cycle and the activities of activities to foster involvement of children 
generaly contribute to the creation of classes that foster community sensation.
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との出会い 今回のことは勉強させていただいたという感覚が強いですね。９新 た な 学 び
児童のかかわりの拡大については，共同体感覚や勇気づけのことと同じで，引き出しを増やすような感覚で１２
今までやってきたことは，先輩方からケース対応のことを教えてもらったり，本とかでは事例を読んだり，こういう技法が
あるからこの技法でするというようなやり方を学んだりしてきました。２教 育 方 法 の 学 び





つ な が り
自分の実践に共感してもらえる人がいるんだと感じたことが，自分にとって安心にもつながったし，５実 践 へ の 自 信
勇気づけとか共同体感覚という呼び方しているけど，結局今学校現場の中では，されようことだったり，していかないかん
ことだと思うので，８学校現場の実践と理論
試行錯誤の中でそれを強化してくれるようなものを教えてもらえたので，１５実 践 の 強 化
今年やろうとしていた学級づくりのスタイルは，共同体感覚や勇気づけを言われたからやったのではなくて，もともとこの
ようにやろうとしていたもので，２１学級づくりと理論
















個 へ の 対 応
その結果，個に応じた対応や気になる児童との信頼関係に課題が出てきていると思います。２２
課題と思える具体的な姿としては，指示の入り具合，指示を聞いてもなかなか動こうとしない，それから自主性，積極性の
低下。授業中に進んで挙手して発表しようとする子の割合だとか，チャレンジできる場面でがんばろうとすることだとか・・・。２３学 級 の 課 題
だまって，いい姿勢で，なんでもビシッて話聞いて，バンバン意見が出てっていうんが最高の学級かと言えば，そういうも
んでもないかなと。２４










全体と個のバランスをみながら，２６今 後 の 方 針
すごくありがたかったです。１３協 働 へ の 感 謝感 謝
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ているとは言えない状態にあるということである。共同
体感覚や勇気づけを学級づくりに具体的に活用すること
を踏まえると，さらに概念定義の整理を進める必要があ
る。
　第２に，児童個々のニーズの違いへの対応があげられ
る。教師からの勇気づけや児童のかかわりの拡大といっ
た，共同体感覚を高めるための実践を継続してきたが，
一定数の児童については，自己信頼感の向上には至らな
かった。一人一人にあった手立てを今後考えていく必要
がある。
　第３に，児童相互のよりよい人間関係を育てるため，
学習指導と関連づけながら，生徒指導の充実を図ること
をあげられていることから（文部科学省，２０１７），本研
究で実践してきた，「児童のかかわり合いを深める」の視
点を学習指導においても取り入れた実践を進めていく必
要がある。
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